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(54)【発明の名称】 耳腔内視鏡

(57)【要約】
【目的】  人体や動物などの耳腔など細穴の内部を眺望
し、その映像を摂取して撮影機に伝送し、画像の処理に
提供する。
【構成】  屈折率分布型対物レンズ、中継レンズ系及び
視準レンズ系を同一光軸上に配置し、それらの光学素子
を保持した鏡筒の後端に撮影機を連結し得る部材を具備
する。
【効果】  耳腔などの内部を眺望した映像を撮影機で摂
取し、時間や空間を超越して、その映像情報を記録、処
理、伝送することが可能である。この映像摂取機能と情
報伝送機能により、医療福祉や健康衛生、保安警備、産
業技術など広い領域に活用できる。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】屈折率分布型対物レンズ及び中継レンズ系
並びに視準レンズ系を同一光軸上に配置し、それらの光
学素子を保持した鏡筒の後端に撮影機と連結可能な嵌合
部位を具備して、外景の映像が対物レンズの後端面付近
で倒立した第一中間像に結像され、その第一中間像が中
継レンズ系の後方で正立した第二中間像に結像され、さ
らにその第二中間像が視準レンズ系でほぼ平行光線束に
形成されて撮影機の光学系へ射出される機能を有するこ
とを特徴とする耳腔内視鏡。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【産業上の利用分野】この発明は、同一光軸上に配置さ
れた対物レンズ、中継レンズ系及び視準レンズ系で構成
された光学系に関し、人体や動物などの耳腔内その他の
細孔内部の情景を観察し、撮影並びに記録する装置に係
わる。
【０００２】
【従来の技術】人体や動物などの耳腔内の情景を観察す
るには、従来ラッパ状の中空管を用いて、中空管の細孔
側を観察部位に挿入し、太径側から透視して肉眼で眺望
していた。観察者は唯一人に限定され、得られた観察情
報は他人に伝達できないし記録も不可能であった。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】この発明は、耳腔内視
鏡の先端側が極細径に形成されて観察部位への挿入を利
便ならしめると共に、耳腔内視鏡の内部に撮影光学系を
配置して映像を摂取し、かつ耳腔内視鏡の後端側が汎用
撮影機と接続自在に構成して映像を撮影機の光学系へ伝
送可能にしたものである。その汎用撮影機自体でまたは
その撮影機から発信されて、映像信号を処理し伝達し記
録し保存され得る。摂取した映像情報を、時間及び空間
を超越して、処理自在となした利便性を提供するもので
ある。
【０００４】
【課題を解決するための手段】すなわちこの発明の耳腔
内視鏡は、対物レンズ、中継レンズ系及び視準レンズ系
が鏡筒により保持され、その鏡筒の外壁に設けられた透
穴に光ファイバケーブルが貫通して、外部光源装置に連
絡されて構成されている。
【０００５】
【構成】この発明の耳腔内視鏡Ａは、全長が約７０ｍｍ
で鏡体中央部の直径が約１９ｍｍの小型に形成されてい
る。その内部構成を図１に示す。鏡体は外部鏡体Ａ２の
外筒２１、２２及び２３並びに内部鏡体Ａ３の中筒３１
及び３２から構成される。中筒３１の先端には対物レン
ズＡ４が挿入され、後端には中継レンズ系Ａ５が螺合さ
れている。中継レンズ系Ａ５は、鏡筒５１内にレンズ５
２及び５３並びに絞り環５６が配置され、これらを間隔
環５４及び押さえ環５５が保持している。中筒３２の後
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端には、視準レンズ系Ａ６が螺合されている。視準レン
ズ系Ａ６の鏡筒６１内には、レンズ６２、６３及び６
４、間隔環６５及び６６並びに押さえ環６７が内挿され
ている。
【０００６】
【機能】対物レンズＡ４は、外径が約２ｍｍで長さが約
６ｍｍの円柱形状で、内部の光学屈折率が半径方向に漸
変して分布している。５０°以上の光学開口角を有する
前端面から外景を摂取し、後端面付近にその映像８１を
形成する。
【０００７】映像８１は中継レンズ系Ａ５で授受され、
後方で中間像８２に形成される。
【０００８】視準レンズ系Ａ６は、中間像８２を摂取し
てほぼ平行光線束に形成し、後方に装備された撮影機の
光学系へ射出する。
【０００９】図２は、この発明の耳腔内視鏡Ａを連結環
Ｂ２を介して撮影機Ｂ１へ連結し、かつ外部光源装置Ｃ
１からの光ファイバケーブルＣ２を外筒２１の透穴に挿
入した状態を示す。
【００１０】耳腔内視鏡Ａと撮影機Ｂ１との連結構造
を、図３に示す。連結環Ｂ２は、アダプタリングＢ３及
び異径連結環Ｂ４から構成される。
【００１１】
【作用】光ファイバケーブルＣ２は、外部光源装置Ｃ１
からの光線束を外筒２１の透穴に誘導し、外筒２１と中
筒３１との間隙を経由して、外筒２１の先端から放出
し、対物レンズＡ４の前方の外景を照明する。
【００１２】照明された外景は、対物レンズＡ４で倒立
した映像８１となり、中継レンズ系Ａ５で正立した中間
像８２となり、さらに視準レンズ系Ａ６で平行光線束と
なって撮影機Ｂ１へ伝送される。撮影機Ｂ１では、シャ
ッター幕Ｂ５が開放されたとき、その光線束が撮影レン
ズＢ６で受像され、後方の受像面Ｂ７に結像される。
【００１３】ここで使用される撮影機Ｂ１は、専用機器
に限定されず、汎用機器も適用できる。撮影機Ｂ１は、
受像した映像情報を記録しかつ外部に伝送する。
【００１４】
【応用実施例】図４は、中継レンズ系Ａ５を複数のレン
ズ系（例えばレンズ系Ａ５′及びＡ５″）に分割して併
設した構造を示す。この場合、対物レンズＡ４で形成さ
れた映像８１は、レンズ系Ａ５′から眺望した映像８
２′とレンズ系Ａ５″から眺望した映像８２″に分岐さ
れる。そして、後置の視準レンズ系Ａ６を通過して、撮
影レンズＢ６に送り出され、受像面に結像される。その
映像は、複数のほぼ類似の画像である。この複数の映像
信号をそれぞれ同時に立体画像再生装置へ入力すると、
その装置の表示面を観察した者は、両眼で別々の映像を
眺望するので、立体視画像を鑑賞できる。
【００１５】
【発明の効果】この発明の耳腔内視鏡Ａは、小型筒状で
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あり、先端が細径のため観察部位への挿入が容易であ
り、後端に撮影機Ｂ１への連結部位を装備しているので
映像の撮影に利便である。携帯性にそして兼用性に優
れ、汎用機器を使用可能であるから価格面を考慮しても
実用性に富むものである。
【００１６】撮影機で摂取した映像信号は、静止画とし
てメモリスティックで保存できるし、また他の画像処理
機器により動画としても記録できる。そして、時間や空
間を超越して、その映像信号を伝送することも可能であ
る。したがって、医療診断に供したとき、遠隔地からも
その情報を医療中枢へ瞬時に伝達でき、関係者がその情
報を共有できる。医療福祉、保健衛生その他産業技術に
貢献する領域は広く、日本国内に限らず世界各国に普遍
して、利用価値を提供する。
【図面の簡単な説明】
【図１】  この発明の耳腔内視鏡の内部構造を示す縦断*
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*面図である。
【図２】  耳腔内視鏡を外部光源装置及び撮影機に連結
した状態を示す斜視図である。
【図３】  耳腔内視鏡を撮影機の撮影レンズ部位に連結
した構造を示す縦断面図である。
【図４】  複数の中継レンズ系を具備した耳腔内視鏡の
内部構造を示す縦断面図である。
【符号の説明】
Ａ      耳腔内視鏡
Ａ２    外部鏡体
Ａ３    内部鏡体
Ａ４    対物レンズ
Ａ５    中継レンズ系
Ａ６    視準レンズ系
Ｂ      撮影機材
Ｃ      外部光源装置

【図１】 【図２】

【図３】

【図４】
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